
 
 

 

全
国
的
に
増
加

し
て
い
る
空
き
家

は
、
老
朽
化
に
よ
る

倒
壊
、
樹
木
や
雑
草
の
繁
茂
、
火

災
の
危
険
性
な
ど
、
地
域
の
安
全

や
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

１
月
の
施
設
常
任
委
員
会
で
、

市
は
昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
「
大

津
市
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
く
、「
大
津
市

空
き
家
等
対
策
計
画
」
案
を
示
し

ま
し
た
。
２
月
７
日
～
26
日
ま

で
市
民
意
見
を
募
集
し
、
今
年
度

中
の
策
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
せ
る
計
画
を 

 

計
画
で
は
、
官
民
連
携
で
、
空

き
家
等
の
適
正
管
理
、
発
生
の
予

防
・
抑
制
、
情
報
把
握
や
発
信
、

利
活
用
な
ど
の
対
策
を
推
進
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
売
買

な
ど
で
早
く
利
活
用
を
進
め
た

い
と
強
調
し
ま
す
が
、
周
辺
住
民

と
の
合
意
形
成
や
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
を
な
お
ざ
り
に
し
た
市
場

頼
み
や
規
制
緩
和
で
は
、
新
た
な

住
環
境
の
悪
化
を
招
く
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。 

 

急
ぐ
べ
き
は
老
朽
危
険
家
屋

へ
の
対
策
で
す
。
市
場
原
理
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
も
多
く
、
公

的
な
介
在
で
解
決
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
事
業
者

の
建
築
物
の
診
断
や
改
修
な
ど

の
技
術
力
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
市
と
し
て
の
役
割

を
明
確
に
す
る
こ
と
こ
そ
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

空
き
家
等
対
策
計
画
が
市
民

に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。 

市議会 各委員会のこと 

お知らせします。 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

 

昨
年
５
月
３
日
、
安
倍
首
相
は
突

然
、
「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存
在

を
書
き
こ
む
」 

「
２
０
２
０
年
に
新

憲
法
施
行
を
め
ざ
す
」
と
表
明
。
秘

密
保
護
法
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
、

共
謀
罪
な
ど
憲
法
違
反
の
悪
法
を
、

国
民
の
声
を
無
視
し
て
次
々
と
強

行
成
立
さ
せ
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
し

て
９
条
改
定
を
狙
っ
て
い
ま
す
。 

 

め
ざ
し
て
い
る
の
は
自
衛
隊
を

名
実
と
も
に
軍
隊
に
し
て
、
海
外

で
戦
争
す
る
国
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
で
す
。 

 

首
相
は
こ
の
３
月
ま
で
に
改
憲

案
を
国
会
に
提
出
し
、
国
民
投
票

に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

憲
法
は
、
過
去
の
国
の
失
敗
を

く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
国
家
権
力

を
し
ば
る
も
の
で
す
。
戦
後
70
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
日
本
が
戦
争

を
し
な
か
っ
た
の
は
憲
法
９
条
の

存
在
と
市
民
の
粘
り
強
い
運
動
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
こ
そ
立
場

の
違
い
を
超
え
て
、
憲
法
９
条
を

守
り
ぬ
く
た
め
、
党
市
議
団
も
力

を
合
わ
せ
て
た
た
か
い
ま
す
。 

 

全
国
で
、
５
月
ま
で
に
３
０
０

０
万
人
の
署
名
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 

 

年1 2

市民目線で問題点を明らかに 
委員会でも積極的に論戦！ 

大
津
市
空
き
家
等
対
策
計
画
案 

示
さ
れ
る 

に
委
託
し
、
窓
口
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
１
月
、
状
況
を

う
か
が
う
た
め
、
生
活

産
業
常
任
委
員
会
で
調

査
に
行
き
ま
し
た
。 

 

現
在
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
は
、
把
握
で

き
て
い
る
だ
け
で
も
市

内
に
２
０
０
人
以
上
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
10
～

12

月
の
３
か
月
で
22

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の

事
案
が
持
続
し
た
支
援

を
必
要
と
し
、
解
決
に

 

安
倍
政
権
の
も
と
で

貧
富
の
格
差
拡
大
・
家

庭
崩
壊
な
ど
が
深
刻
化

し
、
孤
立
す
る
子
ど
も
・

若
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
う
し
た

人
々
が
問
題
を
抱
え
た

ま
ま
40
代
・
50
代
に
な

っ
て
い
る
現
状
も
あ
り

ま
す
。 

 

大
津
市
は
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
・

発
達
障
害
な
ど
の
子
ど

も
や
若
者
の
相
談
・
支

援
を
昨
年

10

月
か
ら

大
津
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
明
日
都
浜
大
津
内
）

「
９
条
改
憲
や
め
さ
せ
よ
う
」

と
署
名
、
宣
伝
行
動
に
取
り

組
む
党
市
議
団 

 市議会には各種の委員会がおかれ、本会議で議決する前

の議案審査や、様々な市の仕事を調査・審議しています。

党市議団は、本会議にかけられない問題でも、市民生活を

守る立場でチェックし、奮闘しています。 

 常任委員会は、市の仕事を総務（政策調整・総務・消防）、

教育厚生（福祉・教育）、生活産業（産業観光・環境・住民自

治）、施設（道路・建設・ガス水道）の４つに分けて担当して

います。最近の調査内容をお伝えします。 

施
設
常
任
委
員
会 

― 

杉
浦
と
も
子
市
議 

こ
ど
も
若
者
総
合
相
談
窓
口 

社
会
福
祉
協
議
会
に
開
設 

生
活
産
業
常
任
委
員
会 

― 

た
て
み
ち
秀
彦
市
議 

党市議団の委員会所属 林 総務常任 防災対策特別 

杉

浦 
施設常任 

総合観光対策

特別 

立

道 

生活産業

常任 

公共施設対策

特別 

岸

本 

教育厚生

常任 

公共施設対策

特別 

石

黒 
総務常任 防災対策特別 

 

長
い
時
間
が
か
か
る
内

容
で
す
。 

 

今
後
、
相
談
件
数
を



長
い
時
間
が
か
か
る
内
容
で
す
。 

 

今
後
、
実
態
の
把
握
や
、
支
援

を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
人
員

な
ど
の
拡
大
や
地
域
支
援
協
議

会
の
充
実
に
、
大
津
市
が
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。 

も
問
題
が
あ

り
ま
す
。 

外
国
人
人
材
活
用
?! 

大
津
市
も

国
家
戦
略
特
区

へ
応
募 

国
民
健
康
保
険 

広
域
化
― 

保
険
料
の
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
を 

 

各
常
任
委
員
会 

調
査
内
容
の
紹
介 

日本共産党大津市会議員団ニュース 2018 年 1・2 月号 

軽
減
の
た
め
に
市
町
が
行
っ
て

い
る
繰
り
入
れ
も
や
め
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

滋
賀
県
は
、
県
民
の
健
康
と
命

を
守
る
社
会
保
障
と
し
て
、
保
険

料
率
の
統
一
化
は
撤
回
し
、
市
町

の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
す
。

大
津
市
に
も
、
こ
う
し
た
国
主
導

の
市
民
い
じ
め
に
、
き
っ
ぱ
り
と

反
対
す
る
態
度
を
貫
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

域
化
（
国
保
財
政
の
運
営
は
県
単

位
で
、
保
険
料
の
徴
収
は
市
が
担

当
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
滋
賀
県
は
県
内
の
保
険
料
率

を
統
一
化
す
る
方
針
を
示
し
、 

保
険
料
の
仮
算
定
を
公
表
。
現
在

よ
り
値
上
げ
と
な
る
こ
と
が
12

月
の
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
く
ま
で
も
、
県
が
仮
係
数
を

も
と
に
算
定
し
た
も
の
で
確
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
津
市
で

は
今
年
度
と
比
較
し
、
年
間
５
０

１
３
円
（
４
・
38
％
）
の
増
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
率
の
統
一
を
め

ざ
し
て
い
る
の
は
、
47
都
道
府
県

の
う
ち
、
滋
賀
県
を
含
む
４
府
県

だ
け
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
県
は
保
険
料
の
負
担

 

４
月
か
ら

国
民
健
康
保

険
制
度
の
広

総
務
常
任
委
員
会 

― 

石
黒
か
づ
子
市
議 

 
 

 
 

林 

ま
り 

市
議 

 

加
計
学
園
問
題
で
知
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
「
国
家
戦
略
特

区
」（
※
１
）
。
大
津
市
も
、
12
月
４

日
付
で
国
に
対
し
、
９
つ
の
提
案

を
行
っ
た
こ
と
が
総
務
常
任
委

員
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

提
案
に
は
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
実
施
な
ど
の
ほ
か
、
外
国
人
人

材
の
活
用
に
よ
る
家
事
・
子
育
て

支
援
や
保
育
士
、
訪
問
介
護
職
の

人
材
不
足
解
消
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
提
案
の
内
容
は
市
民
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
も
の
か
、
委
員

会
で
問
う
と
、
「
国
の
募
集
期
間

が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
岩
盤

規
制
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
、

庁
内
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
企
画
し
た
」
と
の
答
え
。 

 

福
祉
・
介
護
職
で
人
材
が
不
足

す
る
背
景
に
あ
る
の
は
、
労
働
に

見
合
っ
た
報
酬
・
処
遇
が
保
障
さ

れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
外
国
人
人

材
の
受
入
促
進
で
人
を
増
や
せ

ば
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
権
の
観
点
か
ら

支
所
な
く
す
な
！ 

各
地
の
自
治
会
が
次
々
に
行
動
開
始
！ 

総務常任委員会で議論する
林、石黒両市議 

２～3 月 議会日程 

 ２月通常会議では、大津市の来年度予算も審議します。 

 新年度の事業全体の計画をもとに示される予算案であり、

大津市の姿勢が浮き彫りになります。ぜひご注目ください。 

２月 21日（水） 議案提案 （請願提出・正午〆切） 

３月 1日（木） 会派代表質問 （杉浦市議予定） 

 2日（金）～7日（水） 一般質問 

 9日（金）～13日（火） 予算常任委員会分科会 

（新年度予算について） 

14日（水）、16日（金）、20日（火） 各委員会 

22日（木） 予算常任委員会全体会 

23日（金）、26日（月） 討論、採決 

会場は大津市役所。自由に傍聴ができます。 

インターネット中継も行われます。 

※日程は変更されることがあります。 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 
― 
岸
本
の
り
子
市
議 教育厚生常任委員会の様子 

←市の支所削
減計画を伝
える党市議
団市会報告 

市議団ホームペ
ージでもご覧い
ただけます。 

 市内３６か所の支所の内、２６

か所を廃止し、全ての市民セ

ンターの管理運営は、「新たな

自治組織」に行わせ、防災の拠

点としての役割も地域任せに

しようとする、大津市の支所

再編計画に、市民の怒りの声

が広がっています。 

 廃案を求める決議や署名に

取り組む自治会の動きに、党

市議団もパワーをもらってい

ます。計画ストップへ、力を合

わせます！ 

（
表
面
つ
づ
き
） 

 

応
募
が
特
区
の
指
定
に
直
結

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
内

容
で
す
。 

※
国
家
戦
略
特
別
区
域
と
は
…

「
世
界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
や
す
い
環
境
」
を
作
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
や
分
野
を
限

定
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
規
制

の
緩
和
や
税
制
面
の
優
遇
を

行
う
規
制
改
革
制
度
で
す
。 


